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音声認識技術

音声認識装置、非定常雑音環境下での音声認識装置

非定常的な雑音環境下においても高速でなおかつ高い精度で音声認識を行う。

本発明によれば、雑音環境下、特に非定的な雑音環境下においてもリアルタイムに
高い精度を持った音声認識が得られる。

本発明音声認識装置は、雑音１２１と目的音声１２０とが混合された音１２２は、前
処理用音響モデル部１０６から得られる音声の特徴と音素との関係を表す確率モデ
ル（音響モデル）を用いて音声の特徴量ベクトル１２６を抽出する前処理部１０４に
導入され、この特徴量ベクトル１２６は、探索部１１０において言語モデル１０８に
よって用意された言語モデルと認識用音響モデル部１０９によって用意された音響
モデルとに基づいてフレームごとの目的音声の推定特徴量を算出するとともに、そ
の算出において、フレームに対して適合化が行われた時にはそのフレームに対して
推定特徴量を算出し、一方、適合化が行われなかった時にはそのフレームの前の
おフレームに対して推定特徴量を算出し、その結果を音声認識出力１２８として出
力する。


